





















サイチョウ(及 graveolens)、アジアゾウ、マレーグマ (β zibethinus) といった大型哨乳類や
鳥類に、種子散布過程を依存していることも明らかにされた。森林の従来型伐採は、オランウー
タンではなく 、これらの動物の減少、喪失を介して、更新の遅延化、失敗を招く可能性が示唆さ
れた。
一方、ジャコウネコに関しては、1)カメラセンサスによる両調査地の密度比較、 2)両調査
地での路上種子散布量と種数の定量を行った。この結果、従来型伐採林では低インパクト伐採林
に比べて、1)ジャコウネコ個体数の減少、 2).路上種子散布量と種数の減少がともに明らかに
された。
以上の結果から、従来型の伐採の影響は、そこに生息する動物はもとより、動物の減少を介し
て、森林の更新にまで及ぶことが強く示唆された。このことは、森林の持続的利用の観点からも、
非常に憂慮すべき事態であるといえる。一方、低インパクト伐採は、負の影響を低いレベルで、抑
えることが明らかにされた。森林生産と生物多様性の両立の観点からも、低インパクト伐採を広
めていくことが望まれる。
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